
史
を
生
か
し
た
生
活
観
の
あ
る
ま
ち

と
し
て
、
新
駅
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光

を
中
心
と
す
る
交
流
拠
点
と
し
て
の

ま
ち
と
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
リ
ン

ク
さ
せ
発
展
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

②
長
崎
大
学
の
調
査
で
貴
重
な
自
然

が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ

っ
て
い
る
。
そ
の
自
然
を
活
用
し
た

憩
い
の
場
や
、
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
観
光
開
発
な
ど
様
々
な
構
想
は
あ

る
が
、
自
然
と
開
発
の
共
生
や
経
済

的
な
面
な
ど
課
題
は
多
い
。
今
後
多

方
面
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
２

〜
３
年
の
う
ち
に
方
向
性
を
見
出
せ

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

③
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
は
５
社
で
分
譲

率
約
56
％
、
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
は
約

95．
５
％
で
、
現
在
建
設
中
の
企
業

― 13 ―

田
崎
議
員

（1）
企
画
商
工
行
政
に
つ
い

て①
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
は
国
の
18

年
度
予
算
も
付
き
、
並
行
在
来
線
の

問
題
が
解
決
す
る
と
着
工
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
新
大
村
駅
を
現
大

村
駅
に
併
設
で
き
な
い
の
か
。
予
定

通
り
新
大
村
駅
が
で
き
る
と
現
大
村

駅
に
計
画
中
の
上
駅
通
り
再
開
発
事

業
は
失
敗
す
る
の
で
は
な
い
か
。

②
臼
島
は
18
年
位
前
に
市
が
当
時
の

大
村
市
農
協
か
ら
購
入
し
て
い
る
が
、

何
か
観
光
面
な
ど
で
の
活
用
策
は
な

い
の
か
。

③
雄
ヶ
原
の
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村

と
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
の
進
出
企

業
数
と
雇
用
者
数
は
。

（2）
都
市
整
備
行
政
に
つ
い
て

生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
、
本
市
は

早
く
か
ら
公
共
下
水
道
建
設
に
取
り

組
み
、
南
部
流
域
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
事
業
な
ど
が
完
備
し
現
在
の

普
及
率
は
約
94
％
と
県
下
12
市
の
中

で
最
も
進
ん
で
い
る
。
高
速
道
路
の

上
、
竹
松
、
福
重
松
原
地
区
の
一
部

が
未
整
備
地
区
で
あ
る
が
、
あ
と
何

年
ぐ
ら
い
で
完
了
す
る
予
定
で
す
か
。

市
長

（1）
①
新
駅
に
つ
い
て
は
既
に
決

定
事
項
で
あ
る
の
で
変
更
は
不
可
能

で
あ
る
。
大
村
市
の
顔
と
し
て
の
現

大
村
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
を
、
歴

の
予
定
を
含
め
る
と
雇
用
者
数
は
約

３
千
名
で
あ
る
。

都
市
整
備
部
長

（2）
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
事
業
は
遅
れ
て
お
り
平
成
32

年
度
完
了
予
定
で
あ
る
。
平
成
17
年

度
か
ら
は
従
来
の
補
助
に
併
せ
、
地

域
再
生
計
画
に
基
づ
く
汚
水
処
理
施

設
整
備
交
付
金
の
活
用
を
図
り
な
が

ら
未
整
備
地
区
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。

村
上
議
員

農
林
水
産
行
政
に
つ
い
て

①
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家
に
対
す
る
助
成

に
つ
い
て
、
例
年
に
な
い
寒
波
の
到

来
に
よ
り
、
特
に
ハ
ウ
ス
栽
培
の
い

ち
ご
や
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
花
な

ど
の
農
作
物
に
低
温
の
影
響
が
及
び
、

減
収
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

暖
房
機
に
要
す
る
燃
料
費
の
急
騰
や

燃
料
消
費
の
増
量
は
、
特
に
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
長
は
本

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
対
し

て
、
特
に
ご
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
独
自

の
助
成
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

②
野
岳
湖
堤
体
等
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
２
月
末
県
・
市
側
よ
り
受
益
者

役
員
の
方
々
に
対
し
、「
基
本
設
計

説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
以
前
か

ら
問
題
点
で
あ
っ
た
３
年
間
の
休
耕

期
間
が
１
年
間
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と

は
大
き
な
進
歩
で
あ
っ
た
が
、
受
益

者
の
反
応
は
賛
否
両
論
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
原
案
で
あ
る
前
刃
金
工
法

に
と
ら
わ
れ
ず
、
休
耕
を
無
く
す
最

も
良
い
施
工
方
法
を
検
討
さ
れ
る
お

考
え
は
な
い
の
か
。

農
林
水
産
部
長

①
県
央
農
協
で
重
油

１

当
た
り
３
円
の
補
助
を
し
て
い

る
。
市
と
し
て
は
農
家
の
方
の
生
産

資
金
等
に
利
用
す
る
た
め
の
預
託
金

を
農
協
に
預
け
て
い
る
の
で
そ
れ
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

発
言
を
重
く
受
け
止
め
、
今
後

協
議
し
た
い
。

②
で
き
る
だ
け
工
期
が
短
期
間
に
な

る
よ
う
に
県
に
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
可
能
な
限
り
農
業
用
水
の
確
保
に

努
め
た
い
。
今
後
地
元
関
係
者
や
県

と
十
分
協
議
を
行
い
早
期
着
工
に
向

け
努
力
し
た
い
。

農
林
水
産
部
長

全
く
休
耕
な
し
の
改

修
と
い
う
の
は
不
可
能
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
ま
た
農
林
省
の
採
択
要

件
の
関
係
で
工
法
が
限
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
今
提
案
が
あ
っ
た
も

の
を
含
め
、
今
後
地
元
と
一
体
と
な

っ
て
農
業
用
水
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
極
力
休
耕
、
転
作
し
な
い
方
法
を

検
討
し
、
県
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
（
地
先

埋
立
て
）
に
つ
い
て
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臼　島

「
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家
に
対
す
る

助
成
に
つ
い
て
」

「
野
岳
湖
堤
体
改
修
工
事
に
つ
い
て
」

新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て
！

公
共
下
水
道
等
に
つ
い
て
！




